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研究成果の概要（和文）：本研究の研究成果としては、（１）現代価値論の観点から「尊厳」概
念を絶対的価値として基礎づけることの可能性と重要性が明らかになったこと、（２）ドイツの
「人間の尊厳」理解として義務論的なハーバマスにせよ（人間の尊厳/人間の生命の尊厳）、功
利主義的なビルンバッハーにしても（規範的に強い意味での尊厳/規範的に弱い意味での尊厳）、
「尊厳」概念は二重構造を持っており、それが一般的に妥当性を持つとして広く受け入れられ
ていること、しかしまた同時に（３）ドイツの「尊厳」理解において身体性を重視する議論が
新たに提示され始めており、この点で従来のパラダイムが転換する可能性があること、それに
対して（４）日本の「尊厳」概念史がほとんど研究されていないことが判明し、本研究でも研
究の一環としてそれに取り組み、一定程度明らかになったが、その根柢には「生命の尊厳」と
いう理解が成立しており、それはきわめて密接に身体性と関連していて、この点で（３）の論
点と哲学的に関連づけることが可能であり今後の重要な哲学的課題になること、（５）「人間の
尊厳」概念から「人権」概念を基礎づけることの重要性が明らかになったこと、（６）近代ヨー
ロッパの「尊厳」概念成立に際してヨーロッパの外部からの影響が考えられうることなどを指
摘できる。これらの研究成果は、まずは『ドイツ応用倫理学研究』に掲載して公表したが（第
2 号まで公刊済み）、第一年度の平成 19 年度以降各年度に開催されたワークショップやシンポ
ジウムの研究発表をもとにして論文集を編纂して差しあたりドイツで公刊予定（たとえば、そ
の内のひとつとして、Gerhard Schönrich/Yasushi Kato (Hgg.), Würde als Wert, mentis Verlag
が編集作業中である）である。そして、これらの論文集の翻訳は日本でも刊行を予定している。
また、特に（４）に関しては、加藤/松井がこの研究プロジェクトを代表してドイツのビーレフ
ェルト大学で開催されたワークショップ「尊厳－経験的・文化的・規範的次元」において
「Bioethics in modern Japan: The case for “Dignity of life”」というテーマで研究発表
した。さらに研究成果の一部は最終年度の平成 22年度の終わりにＮＨＫ文化センター名古屋教
室の協力を得て市民講座「現代倫理・「人間の尊厳」を考える」で江湖に還元することもできた。 
 
研究成果の概要（英文）：Our research has produced the following results: 

(1) From the axiological perspective, it became possible to establish “dignity” as a 
theoretically relevant concept and its importance was clarified. 

(2) The German concept of “Menschenwürde/human dignity”, either from the 
perspective of the deontologist Habermas (human dignity/ dignity of human life) or 
the utilitarian Birnbacher (normatively strong dignity/normatively weak dignity) 
was clarified as having a double structure, which has also been widely accepted. 

(3) While considering German “dignity,” it was found that there is a new strand 
emerging in the debate looking at “physicality” as an important aspect. A paradigm 
shift could result from this, which may become significant.  

(4) Research made clear that historical studies on the concept of “dignity” in Japan 
have scarcely been conducted. Our research tackled this issue, and found that in 
Japan, “dignity of life” acts as the basis of the concept “dignity,” an idea closely 
connected to physicality.  Point (3) above is closely related, and this is an issue of 
utmost philosophical importance. 

(5) The significance of laying down a foundation of “human dignity” in establishing 
“human rights” was clarified.  
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(6) Also, it was pointed out that the historical development of “dignity” in Europe 
might have had some non-European influences. 

Some research results have been published in the Japanisches Jahrbuch für Wissenschaft 
und Ethik vol.1/vol.2 (2010/2011). Also, an upcoming publication is in the editing process 
( Gerhard Schönrich/Yasushi Kato (Hgg.), Würde als Wert, mentis Verlag). Its Japanese 
translation is also planned. As for (4) in particular, Prof. Yasushi Kato and Prof. Keiko 
Matsui Gibson gave a presentation “Bioethics in Modern Japan: the case for ‘Dignity of 
life’” at Bielefeld University in Germany. Furthermore, we provided the public lecture 
series “Modern Ethics: Thinking of ‘human dignity’” at the NHK Culture Center in Nagoya. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000 
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2009年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 

2010年度 8,100,000 2,430,000 10,530,000 

  年度    
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・倫理学 
キーワード：人間の尊厳、人権、価値、人格、身体性、生命の尊厳、現代ドイツ哲学、生命倫
理学、環境倫理学、脳神経倫理学、グローバルエシックス、ケア倫理学、ビジネス・エシック
ス 
１．研究開始当初の背景 
 日本の応用倫理学研究は、アメリカの生命
倫理学の導入から始まり、その強い影響下に
あったため、議論の傾向もアメリカの「パー
ソン」論などに限定されていたが、21 世紀に
なってからようやくドイツ応用倫理学の導
入が本格的に始まり、「尊厳」概念などに関
するより原理的な議論が導入された。しかし
ながら、その場合も主に生命倫理学に限定さ 
れていたので、脳神経倫理学からビジネス・
エシックスにいたるまでの応用倫理学の全
領域で、たとえば「尊厳」といった基礎諸概
念がどのように総合的に理解されているの
かは、日本でもまたドイツでもほとんど取り
組まれていなかった。 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、１．で述べたような学問
状況の中で、特に「人間の尊厳」という根本
概念に関して脳神経倫理学からビジネス・エ
シックスにいたるまでのドイツの応用倫理
学の各分野に即しながら、しかし同時にその
全体的な方向性を検討してこの根本概念が
各分野で担っている役割とその重層的な相
互関係を解明した上で、それを英米圏の議論
と比較・検討し、さらにそれらを日本の応用
倫理学の問題状況にフィードバックして理
論的貢献を目指すことである。 
３．研究の方法 
 本研究を遂行するために、まず「ドイツ応
用倫理学研究会」を立ち上げ、脳神経倫理
学・生命倫理学・環境倫理学からビジネス・
エシックスにいたるまでのドイツ応用倫理
学の各分野に即して「人間の尊厳」概念に関

わる最重要テーマを取り上げ、それを論じる
に最も適したドイツの研究者たちをワーク
ショップやシンポジウムなどに招聘し、そこ
での日独両研究者（研究代表者・研究分担
者・研究協力者・海外研究協力者）の研究発
表・討論を通してドイツ応用倫理学の最新の
最重要論点を受容・理解すると同時に、それ
に対して日本の研究者が批判的検討を加え
ることによって諸論点を共同でさらに掘り
下げるという方法を採用した。その記録は
『ドイツ応用倫理学研究』を創刊してそこに
掲載した。 
４．研究成果 
 本研究の研究成果としては、（１）現代価
値論の観点から「尊厳」概念を絶対的価値と
して基礎づけることの可能性と重要性が明
らかになったこと、（２）ドイツの「人間の
尊厳」理解として義務論的なハーバマスにせ
よ（人間の尊厳/人間の生命の尊厳）、功利主
義的なビルンバッハーにしても（規範的に強
い意味での尊厳/規範的に弱い意味での尊
厳）、「尊厳」概念は二重構造を持っており、
それが一般的に妥当性を持つとして広く受
け入れられていること、しかしまた同時に
（３）ドイツの「尊厳」理解において身体性
を重視する議論が新たに提示され始めてお
り、この点で従来のパラダイムが転換する可
能性があること、それに対して（４）日本の
「尊厳」概念史がほとんど研究されていない
ことが判明し、本研究でも研究の一環として
それに取り組み、一定程度明らかになったが、
その根柢には「生命の尊厳」という理解が成
立しており、それはきわめて密接に身体性と



関連していて、この点で（３）の論点と哲学
的に関連づけることが可能であり今後の重
要な哲学的課題になること、（５）「人間の尊
厳」概念から「人権」概念を基礎づけること
の重要性が明らかになったこと、（６）近代
ヨーロッパの「尊厳」概念成立に際してヨー
ロッパの外部からの影響が考えられうるこ
となどを指摘できる。これらの研究成果は、
まずは『ドイツ応用倫理学研究』に掲載して
公表したが（第 2 号まで公刊済み）、第一年
度の平成 19 年度以降各年度に開催されたワ
ークショップやシンポジウムの研究発表を
もとにして論文集を編纂して差しあたりド
イツで公刊予定（たとえば、その内のひとつ
として、 Gerhard Schönrich/Yasushi Kato 
(Hgg.), Würde als Wert, mentis Verlag が
編集作業中である）である。そして、これら
の論文集の翻訳は日本でも刊行を予定して
いる。また、特に（４）に関しては、加藤/
松井がこの研究プロジェクトを代表してド
イツのビーレフェルト大学で開催されたワ
ークショップ「尊厳－経験的・文化的・規範
的次元」において「Bioethics in modern 
Japan: The case for “Dignity of life”」
というテーマで研究発表した。さらに研究成
果の一部は最終年度の平成 22 年度の終わり
にＮＨＫ文化センター名古屋教室の協力を
得て市民講座「現代倫理・「人間の尊厳」を
考える」で江湖に還元することもできた。 
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